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研究成果の概要（和文）：　オンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所による子どもや若者へのケースアド
ボカシー、若者らのセルフアドボカシープロジェクトによる社会変革を起こすシステミックアドボカシー、事故
が起きた際の検証や調査、死亡の際の検視への立ち合い・意見表明という、「子どもと若者の独立した声」を保
障する重層的なアドボカシーを開発し、他州と他国へのモデルとなった過程を実証した。
　事務所閉鎖後も、同じ境遇にある当事者仲間と協同し、今ケアを受けている若者が成人を迎えケアが打ち切ら
れることなく、それぞれのニーズに応じた移行支援が受けられることを目的とした基準評価モデルとその定着を
目指した現職教育を構築する過程を解明できた。

研究成果の概要（英文）： The Ontario Child and Youth Advocate developed a multi-layered advocacy 
approach to ensure the 'independent voice of children and youth.' This included case advocacy for 
children and youth, systemic advocacy through youth-led self-advocacy projects aimed at societal 
change, as well as participation and opinion-sharing in investigations and inquests following 
accidents or fatalities. This process served as a model for other provinces and countries. 
 Even after the closure of the office, collaborative efforts with allies facing similar 
circumstances enabled the elucidation of processes to establish "the Equitable Standards" for 
evaluating transition support tailored to individual needs for youth. The goal was to ensure that 
youth currently in care would not have their support terminated upon reaching adulthood and would 
receive transition support as per their respective needs. This included the development of ongoing 
education in the child and youth care field to institutionalize it.

研究分野：児童福祉学

キーワード： 子どもアドボカシー　カナダ　子どもの権利　オンタリオ州子どもアドボカシー事務所
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、日本で導入が検討されている公的子どもアドボカシーシステムに向けて、カナダ・オンタリオ州の
示唆を得て、我が国に必須の仕組みと活動のあり方を提言する点に学術的意義をもつ。さらに公的子ども若者ア
ドボカシー機関から支援を受けた若者が、その後さらに主体的にどのようなセルフアドボカシー活動を開花させ
たのか実証した研究は類をみず、同様に意義がある。さらに機関設置を目指した法制度、機関に付置される権限
と機能、アドボカシー内容、人員体制と役割、アドボカシーを受けた若者の声の表現過程まで詳細に解明し、ア
ドボカシーシステム整備を目指して包括的な知見を網羅しており、汎用性からみて社会的意義が高いと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国では 2016年の児童福祉法改革により、付帯決議の一項に「自分から声を上げられない
子どもの権利を保障するため、子どもの権利擁護に係る第三者機関の設置を含めた実効的な方
策を検討すること。」と規定された。 
子どもアドボカシーシステムを構想する出発点に立ったと理解でき、独立した子どもアドボ
カシー機関のあり方を提言することが喫緊の学術的課題となっている。しかし付帯決議が見せ
た「自分から声を上げられない子どもの権利を保障する」ための、すでにある日本の実践の多く
は、「子どもの声を聴く」ための大人側の子どもの声の聴き方への探求に留まっている。 
また国で進められている議論は、都道府県の児童福祉審議会が子どもアドボカシーの機能や
役割を担えないかが中心になっている。当審議会は、起こった児童福祉問題を行政やサービス提
供者に向け改善策として提案する機能はもつが、子どもの声を拾い上げその声を束ねて意思決
定者に届け、政策の改善活動を子どもと共に起こすアドボカシー役割を遂行するには機能上限
界がある。 
この機能を備えた子どもアドボカシー機関モデルがカナダ・オンタリオ州にあり、このモデル
を詳細に解明することで日本へ導入できれば、国が目指す「子どもの権利擁護に係る第三者機関
の設置を含めた実効的な方策」となり得る。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、「自ら声を上げられない子どもの声を聴く、そして子どもの傍に常に寄り
添い支える大人の存在を得て、子どもが自ら声を上げられるようになる、そして子どもの声を子
ども自ら束ね、それを政策決定者に届けて政策改善に反映させる、そうすることで子どもの権利
を実現し、その活動を通じて子どもの権利を守り育む養育文化を創造することに繋げる」仕組み
と活動について、オンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所の実践を解明することを通じて
実証する。具体的には以下の 3点について解明する。 
 
（1） オンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所の活動内容の把握 
当事務所のHPでは、実際の権利擁護活動は紹介されておらず、先行研究も存在しない。そこ
で本研究においてその具体的な活動内容を把握する。 

 

1.触法少年（保護観察、拘留など）2.社会的養護で生活する子ども（里親、グループホーム、
施設ケア、家族的ケア）3.精神保健サービスを受けている子ども（一時保護、施設ケア、治療
的里親、家族的ケア）4.認知や発達上の障がいがある子どもで施設ケアや家族的ケアを受けて
いる子ども 5.移民の子ども 6.路上生活を送る子ども（住所不定の子ども、シェルターにいる子
ども）7.入所型施設で生活する盲ろうあ児、学習に不適応を起こしている子ども 8.在宅で暮ら
す特別な支援を必要とする子ども 9.特別支援学級に通う特別な支援を必要とする子ども 10.先
住民の子ども 11.施設で暮らしている時に死亡した子ども 12.最も刑の重い罪をおかした子ど
も 

 
（2）オンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所の人員体制および役割分担の把握 
 当事務所には、多種多様な専門職者がその業務にあたっている。また種々の専門職者がチーム
を組んでアドボカシー活動にあたっているが、とりわけアドボカシーの機能「ケースアドボカシ
ー」「システミックアドボカシー」「コミュティ・ディベロプメント・アドボカシー」「検証・調
査」別に沿って把握する。また当事務所にはアドボカシーの支援を受けた当事者である若者が
「アンプリファイアー」と称す立場で雇用され、現在アドボカシーを必要としている子どもへサ
ポートを行う実践をもつ。その役割について把握する。 
 
（3） 当事者ユースによるセルフアドボカシー活動の詳細把握 
 当事務所のサポートを受けながら、先述（2）のアンプリファイアーがユースリーダーとなっ
て、同じ境遇にある子どもやユースを集めコミュニティをつくり、制度改善を迫るソーシャルア
クションを起こしている。その活動の詳細を把握する。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者が参画する「子どもアドボカシー研究会」のメンバーで 3名体制を組み、カナダ・
オンタリオ州アドボカシー事務所に毎年 1 週間程度訪問し、当事務所職員に向けた聞き取り調
査、関連資料収集、当事者ユースによるセルフアドボカシー活動を行っている場面での参与観察、
当事務所職員と連携をもつ団体への訪問による聞き取り調査、関連資料収集を行う。 
 
 



 
４．研究成果 
 本研究により、以下の諸点について詳細に把握し、解明することができた。 
（1）オンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所のサポートを受けて当事者ユースによるセ
ルフアドボカシー実践と重層性をもつアドボカシーの開発 
 
 2007 年にオンタリオ州子ども・若者アドボキット法が改正されオンタリオ州子ども・若者ア
ドボカシー事務所は州政府から独立して州議会に直接報告する機関となった。この改革を受け
て初めて、社会的養護を経験した当事者ユースが主導し、ユースの生の体験を集めること、それ
を州議事堂での公聴会を開くことを中核に据えた、州議会と州政府に直接訴えるアドボカシー
プロジェクトを立ち上げた。その活動の詳細は、宣伝、公聴会開催、メディア公表・対応、提言
書制作と提出、州政府のモニタリングと一連のセルフアドボカシー過程を形成し、社会的養護制
度の改革を迫る世論を形成した。 
 この活動がきっかけとなり、先住民族出身のユースによる Feathers of Hope、黒人のユース
による Hair story、障がいのあるユースによる We have something to say、LGBTQ のユースに
よる You are not alone のセルフアドボカシープロジェクトが次々に展開された。こうした当
事者の子どもやユースが集まってコミュニティをつくり、声を表に出して束ね、意思決定者に届
けて制度変革を迫る一連のセルフアドボカシー活動は、ケースアドボカシーで対応していても
再び同じ問題が繰り返されるばかりで、一向に子どもや若者の問題は改善されないという慣習
に一石を投じた。 
 このようにオンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所では、先住民族に対する連邦政府を
あげた強制同化政策によるトラウマ、黒人に対する差別や偏見、障がいのある人や LGBTQ の人に
対する差別や偏見など、ケースアドボカシーだけで対応すれば子ども個人の問題に帰され、再び
繰り返される問題の温存構造に介入し、抜本的な社会転換を迫るシステミックアドボカシー実
践へと昇華させた。それは当事者が主導するセルフアドボカシープロジェクトとして開花し、そ
の後他州へも波及する。 
 またオンタリオ州に温存する、子どもや若者が直面する構造的な差別問題や偏見をなくすセ
ルフアドボカシープロジェクトが軌道に乗っていくなかで、社会的養護下にある子どもや若者
が死亡した場合には、検視に立会い、亡くなった子どもの独立した声を表明し、二度と同じこと
が繰り返されないようにするためにはどうすべきか、サービス提供者と州政府に勧告を行う権
限と機能を確立させた。 
 こうして、個別の子どもや若者に対するケースアドボカシー、子どもや若者自身によるセルフ
アドボカシープロジェクトを通して社会変革を起こすシステミックアドボカシー、さらには事
故が起きた際の検証や調査、死亡が起こった際の検視への立ち合いと意見表明という、「子ども
と若者の独立した声」を保障する重層的なアドボカシー実践を開発し、他州と他国へのモデルと
なった。 
（2） 当事者ユースによるセルフアドボカシーの発展過程 
 
 州政権の交代により 2018 年 5 月にオンタリオ州子ども・若者アドボカシー事務所は閉鎖を余
儀なくされた。根拠法も廃止される。その後、当事務所でアンプリファイアーとして活動経験の
あるユースがセルフアドボカシーとしてオンタリオ州児童福祉政策部門へ意見表明を継続する
ことを通じて、年齢によって児童福祉のサービスを打ち切るのではなく、それぞれの若者の発達
やメンタルヘルス、経済的な事情や家庭環境などを考慮し、本人の希望に沿って児童福祉サービ
スを延長することや、成人期のサービスへより良く移行する支援を受けられるようにする制度
を構築することに成功した。 
 さらに彼女らは他州の同じ境遇にある仲間と協同し、社会的養護のケアを受けている若者や
ケアから離れた若者が公平なサポートを継続して受けられる基準評価モデル（The Equitable 
Standards for Transitions to Adulthood for Youth）を開発した。この評価モデルは、現在ケ
アを受けている若者が成人を迎えることで突然ケアが打ち切られることなく、若者それぞれの
事情やニーズに応じ成人への移行過程で継続的に支援が受けられることを目的としたものであ
る。この枠組みを開発した The National Council of Youth in Care Advocates は、社会的養
護を自らが経験したことを通じて、現在ケア下にある子どもや若者が公平で良質な支援が受け
られるよう、カナダの児童福祉制度の主流を変えようと各州政府に対し自分たちの生の声を届
けることを目的とした、カナダ全土をカバーする当事者組織である。 
最新の動向では、The National Council of Youth in Care Advocates のメンバー自ら、The 
Equitable Standards を、施設やグループホーム、各州政府へ普及させる活動を展開している。
さらに彼女ら自身で、The Equitable Standards の開発の経緯と活用方法の理解を拡げる目的
で、施設やグループホーム職員に向け 5回連続のオンライン研修を行っている。自らの経験を基
に支援を開発し、州政府や各現場へ普及されるよう働きかけながら、同時にその仕組みの定着に
向け現職教育を手掛ける活動は、アドボカシー事務所による支援を巣立った後も、自ら主体的に
アドボカシーを起こす包括的なソーシャルアクションと言え、アドボカシー実践の発展形をこ
こに見ることができた。 
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